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要　旨

特集論文

トラブルサポート（故障対応）

2015年度2016年度

2016年度

2016年度

2017年度

2017年度
■検索機能■

■次世代UI■

・ 状態認識機能
・ 対話型検索機能

◎音声操作
◎計測器連動
　モーション操作
　視線操作

・ パソコン
・ スマートフォン

紙マニュアル
データ

（InDesign，
 FrameMaker）（注1）

・ タブレット
・ スマートグラス

・ 作業要領書
・ 基準類
・ 機器マニュアル
・ エラーコード表
・ 作業動画（実写 ・ CG） CG ： Computer Graphics

（注１）　InDesignとFrameMakerは， Adobe Systems Inc.の登録商標である。

作業方法
作業情報
指示

作業行程
指示

動画再生速度制御
動画表現方法

作業報告書
作成

作業不明箇所がある場合は
トラブルサポートに移行

トラブルサポート
の画面イメージ

作業ナビゲーション
の画面イメージ 2018年度

2017年度
2018年度

2018年度
構造化 ・ 登録

マルチ
デバイス

マニュアル
データベース

視覚共有

・ サポート
 センター
・ 作業員同士

作業ナビゲーション（定期メンテナンス ・ 組立て）

次世代作業マニュアルとして作業ナビゲーションとトラブルサポートの二つを開発・試作した。またツールの使用性向上のために音声操作
を主にした次世代UIを試作した。現在，次世代作業マニュアル制作のために必須のマニュアル構造化の調査・試作及び現場への導入を進めて
いる。

次世代作業マニュアルの概念図

e－ソリューション＆サービス事業部では2016年度，
2017年度に紙マニュアルのデータ制作で培ったノウハウ
とIT技術を活用した次世代作業マニュアルの開発・試
作に取り組んだ。

未熟練作業者の作業習熟をIT技術でサポートするた
めの次世代作業マニュアルを“知りたいときに”“知りた
い情報を”“最低限の操作で入手できる”マルチデバイス
表示の手引書と定義した。

まず，三菱電機㈱デザイン研究所の支援を得て，組立
て作業の動画マニュアルと紙のマニュアルの効果を比較
した結果，“作業ナビゲーション”と“トラブルサポート”
を開発・試作するに至った。

また，次世代作業マニュアルに必要不可欠なのがユー
ザーインタフェース（UI）である。作業者が手を使えず
コンテンツのページめくりができない状況を想定し，音

声操作を主にした次世代UIを試作した。
“作業ナビゲーション”では，作業者が動画を閲覧して

作業の手順を習得，同時に手順ごとに作業時間が記録さ
れ，あらかじめ設定した標準時間以内に収まっているか
どうかを自動判定する。
“トラブルサポート”では，構造化ドキュメントの標準

規格であるDITAを用いてマニュアルを構造化し，ト
ピック化されたマニュアルからエラー対応箇所をピンポ
イントでマルチデバイスに自動表示するデモ環境を開発
した。

作業ナビゲーションとトラブルサポートともに，制作
のためにはマニュアルの構造化が必須となる。2018年度
から構造化マニュアルのための，現状のマニュアル分析，
制作ツールと制作方法の調査を行い，マニュアル制作現
場への構造化導入がスムーズに進むよう準備を進めている。

次世代作業マニュアルの試作
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